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診療計画、入院期間は現時点での予定です。今後、状態の変化によって変更されることがあります。不明な点がありましたらいつでもお尋ねください。

治療7～11日目

2病日 3病日 4～７病日
/ / / /　～　/

レンビマ導入治療を受けられる患者さんへ

・退院後の生活について説明し
ます

・採血
・尿検査
・レントゲン
・心電図

・採血（治療３日目） ・採血/尿検査
（治療７日目）

/　～　/

・薬剤師が、持参薬および服薬状況に
ついて確認します

検査

治療2日目 治療3～6日目
・治療について理解できる ・退院指導の内容を理解できる達成目標

【退院後の生活について】

・レンビマは生涯内服を継続する薬です。重
大な副作用として血圧の上昇があるため、自
宅でも毎日血圧を測ってください
・副作用の程度によってはレンビマを休薬す
る場合もあるため、受診を継続してください
・薬を飲み忘れた場合は、気づいた時にでき
るだけ早く飲んでください。ただし、内服予定
時間から12時間を超えた場合は内服せずに
休薬し、翌日から、いつもの量を決められた
時に内服してください
・医師の指示なしに、自分の判断で内服を中
止しないでください
・疲労、無力症、めまいなどが現れることが
あります。自動車の運転など危険が伴う操作
をする際には、十分に注意してください

以下の症状がある時はご連絡ください
・血圧測定時160/100mmHg以上ある
・手足の発赤、しびれや痛みが強い
・全身性のむくみがある
・下痢が続く
・食欲不振が続く
・ふらつきやめまいがある

【緊急連絡先】
・平日時間内
　　　　（8：30～17：00）
　　内科外来
　　　　：　0985-85-9883

・土日・祝日、時間外
　　　5階東病棟
　　　　： 0985-85-1789

・同意書は職員にお渡しください

治療1日前 治療開始日

・入院オリエンテーションを行います
・医師が治療の説明をします
・薬剤師が、資料を用いて治療（薬剤）
の説明をします
・本用紙を用いて、治療スケジュール
について説明します
・血圧手帳の記載方法、利用の仕方
について説明します

8～12病日：退院入院：1病日

・薬の副作用出現時の対処法について説明をします。主な副作用として、高血圧、下痢、手足症候群などがあります。手足症候群の症状として、手のひらや足
底の痛み、赤く腫れる、皮膚がむける等の症状がでることがありますので、手足など圧力のかかる部位には、予防的に適宜尿素クリームを塗布してください
・副作用の出現には個人差がありますので、他の症状が出現した時には、その都度対処法を説明します
・副作用の程度によっては休薬する場合もあります

・血圧が160/100mmHg以下である
・足の裏や手のひらの皮膚のはがれや潰瘍がない
・全身性浮腫がない

・レンビマカプセルの内服を開始します（昼食後）
・症状により量を調整しますので、指示通りに内服してください

・シャワー浴ができます

・制限はありません

・制限はありません

・体重測定（週３回：日・水・金曜日）
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